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189号1月2024年
令和6年新年のご挨拶

年頭所感

謹んで新年のご挨拶を申しあげます。

　まずは、元日に発生しました令和6年能登半島地震によりお亡

くなりになられた方に謹んでお悔やみ申しあげますとともに、被

災されたすべての方々に心よりお見舞い申しあげます。被災地域の皆さまの安全と一日も早い復興をお

祈りいたします。

　平素より当協会の運営にご支援ご協力を賜り、厚く御礼申しあげます。

2020年末からの複数の医薬品企業の不適正な製造管理、品質管理に端を発した供給問題ですが、現在の

供給不安の理由は多岐にわたり、複雑化しております。例えばロシアのウクライナへの軍事侵攻などの戦

争・紛争や、想定以上の円安など、世界情勢が混とんとする中で、原材料やエネルギー価格の高騰が続き、

サプライチェーン上の問題が顕在化しています。また、ウイルス感染症や冬シーズン前のインフルエンザ

の流行による鎮咳薬・去痰薬の不足など、様々な課題が複合的に重なり、結果として多くの医薬品の供給

不安が依然として続き、患者様、医療関係者をはじめとする、多くの関係者の皆様にご迷惑・ご心配をお

かけしております。供給不安の解消に向けて、会員各社におかれましては、新規設備投資や要員の増員、生

産の効率化を図るなどして増産体制を構築し、また供給状況に関する最新情報を提供するなど、懸命な努

力をしていただいていることと存じます。

　当協会では、本年度もジェネリック医薬品の信頼回復に向けた取り組みを継続してまいります。引き続

き、コンプライアンス・ガバナンス・リスクマネジメントの強化とともに、品質と安定供給確保を最優先

の課題として取り組んでまいります。また、上部団体である日本製薬団体連合会とも連携し、「医薬品の供

給状況にかかる調査」を毎月実施し、よりタイムリーな情報提供に努めるとともに、「安定確保委員会」を

設置、供給不安の原因分析と解消に向けた取り組みを進めるなど主体性をもって取り組み、供給状況の改

善に尽力してまいる所存です。

　他方、2023年6月に厚生労働省「医薬品の迅速・安定供給実現に向けた総合対策に関する有識者検討

会」における報告書が取り纏められ、現状の課題を踏まえ、「産業構造上の課題」「薬価基準制度上の課題」

「サプライチェーン上の課題」に対し幅広い議論の方向性が示され、それぞれの会議体において課題解決

に向けた議論がなされました。産業構造上の課題については「後発医薬品の安定供給等の実現に向けた

日本ジェネリック製薬協会
会長　高田 浩樹 氏
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新年のご挨拶 189号1月2024年
令和6年

産業構造のあり方に関する検討会」が発足、薬価制度上の課題については中央社会保険医療協議会（中医

協）において、後発医薬品を中心とした安定供給の課題を解消するため、後発医薬品企業の産業構造の転

換を促すと共に、医療上必要性の高い品目の安定供給の確保に繋がる薬価上の措置について議論いただ

き、12月20日に「令和6年度薬価制度 改革の骨子（案）」が了承されました。この骨子は、私どもの要望を

反映いただいたものであり、現在のジェネリック医薬品を中心とした安定供給不安を解消し、ジェネリッ

ク医薬品産業の産業構造の転換の第一歩になるものと考えております。具体的には後発品企業の安定供

給を評価する企業指標と、それを薬価に反映する仕組みが試行的に導入されましたが、その検証作業には

業界としても積極的に関与していきたいと考えています。この議論の過程で、今般の一連の不祥事及び供

給不安の問題、当協会の信頼回復に向けた取組みに関する課題をはじめ、業界団体としての姿勢のあり方

について、様々なご意見をいただきました。これらのご意見を真摯に受け止め、当協会として今後の取り

組みに活かしてまいりたいと存じます。

　また、後発医薬品の安定供給等の実現に向けた産業構造のあり方に関する検討会や、医療用医薬品の流

通の改善に関する懇談会で継続してご議論いただいている内容についても、主体的に取り組んでまいる

所存です。

　私たちジェネリック医薬品企業は、単なる製造販売企業ではありません。人々の生命に直結し、保健衛

生の向上に寄与する生命関連産業の一員であり、品質が担保され、「有効」 で 「安全」 な医薬品を市場に安

定的に供給することが、私たちの社会における存在意義であると認識しております。患者様および医療関

係者様に「安心」して使用いただけるジェネリック医薬品が安定的に市場に流通する状況を実現してい

きたいと考えております。

　本年が皆様にとって良い年になることを祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

以上
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会員会社だより 189号1月2024年
令和6年

サンファーマ株式会社

サンファーマ株式会社
https://jp.sunpharma.com/
https://sunpharma.com/（グローバルサイト）

【企業理念】
Reaching People. Touching Lives.
－その先に、生きるが実る－

　年初の能登地方を震源とする地震で被災された皆様にお見舞いを申し上げます。被害の軽微なる

ことと速やかなご復興を祈念いたします。

　1983年にインドにて創業したサンファーマにとって、昨年、2023年は記念すべき「40周年」の年

で、40年を振り返ると共に今後40年にどういった企業に成長していくのか、という議論が活発に行

われました。今後40年、サンファーマにとっては「インド発の多国籍製薬企業」として、いかにイン

ドという立地を最大限活かしてグローバルでビジネスを展開していくのか、ということが大きな

チャレンジとなります。

　昨年度に7000億円の売上を計上したサンファーマにとって、母国インド市場はアメリカ市場と共

に最重要市場です。またインドには最も重要な研究開発拠点、そして原薬製造を含めて社内最大規模

の製造拠点を擁しています。従って、インドという国が今後どのように発展していくのか、というこ

とが、サンファーマの今後を考える際に非常に大きなインパクトを持つであろうことはご想像いた

だけるのではないでしょうか。

　私共はインド本社とは毎日いろいろなやり取りがあり、インドと接する機会は多く、また自然とイ

ンドに関する報道記事には目が行きます。以下にインドに関していくつかのトピックを箇条書きで

リストアップします。皆さんのインドについてのイメージと一致しているでしょうか？

●「2026年にインドGDP　日本超えへ」

　昨年11月10日の日経新聞にインド準備銀行（中央銀行）のダス総裁がそうした見通しを示した、

　とあります。IMFも同様の見方を示し、また翌2027年にはドイツも抜いてインドは米、中に次ぐ世

　界３位の経済規模に発展していく、と予想しています。

●世界最大の14億人の人口を持ち、今後30－40年間、人口増加が続く見通しで就労人口が増え続け

　る、日本の高度成長期のような所謂「人口ボーナス」を享受できる見込みです。

創 業 年 ：
代表取締役社長：
本 店 所 在 地：
従 業 員 数：

設立2012年（グローバル：1983年 ）
山邊 晴子 
東京都港区芝公園1-7-6 KDX浜松町プレイス
278名 （2023年3月末時点）
(グローバル全体 38,000名超)

インド ムンバイ本社
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会員会社だより 189号1月2024年
令和6年

●政治的には「世界最大の民主国家」を自認し、昨年はG20の議長国を務めました。また報道されて

　いるように「グローバルサウス」のリーダーとして新興国・発展途上国の代弁者として影響力を

　拡大しています。

●現モディ政権は「メーク・イン・インディア」で製造業振興による経済成長を重視し、ビジネス環

　境を整え、外資誘致策、製造業の生産拡大に向けた補助金制度などを打ち出しています。また、現政

　権は米中対立を背景とした「新たなサプライチェーンの受け皿」になろうとしていますし、インド

　の経済成長の大半は内需によるものなので海外動向に左右されない高度成長が持続する、とされ

　ています。

●昨年8月に月に無人探査機を着陸させ、2040年までに有人月面探査機を打ち上げる計画を公表し

　ています。インドの躍進する科学技術の発展を象徴する計画と考えます。

●インド自動車市場の台数は日本市場よりも大きく、世界第3位の規模です。そのインド自動車市場

　で最大のシェアを持つスズキはインドをEVの世界供給拠点として日本にも輸出、と報道がありま

　した。（日経新聞、2023年10月19日第一面）

●日系不動産企業がインドで不動産開発に乗り出し、インドの経済成長を取り込む考え、と報道され

　ました。（日経新聞、2023年10月17日第一面）

●英連邦で盛んでインドの国民的な競技であるクリケットも五輪競技に正式採用が決定され、2036

　年夏季オリンピックのインド開催にモディ首相が手を挙げる、という報道がありました。（日経新

　聞、2023年10月16日）

　本日はサンファーマの母国であるインドについて、現在のインドを象徴するいくつかのトピック

をご紹介しました。

　GDPが世界3位になるといっても一人当たりのGDPは2000ドル台にすぎない、国民一人一人の

所得水準は低い、交通・輸送のインフラ整備が遅れている、など持続的な経済発展が本当に可能なの

か、といった見方もあります。

　インド人の同僚と日々接していると、大問題に直面しても「ノー・プロブレム」、何とかなる、と前

に進もうとするエネルギー、そして「明日は今日よりきっと良くなる」といった楽観的な信念を感じ

ます。また街中の交通渋滞でも全体のカオスを無視して、自分の車を少しでも前進させようと小さな

隙間に突っ込んでいく圧倒的なエネルギーに溢れています。国民がそうである限り、困難を乗り越

え、世界最大の経済大国に発展していくことも可能なのではないか、と感じます。

サンファーマ株式会社
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会員会社だより 189号1月2024年
令和6年

サンファーマ株式会社

　国が世界最大の経済大国に発展していくのであれば、その国を拠点とする企業も大きな追い風を

受けながら成長していく、と思います。サンファーマもインド最大の製薬企業として、インドという

国と共に大きく発展していくであろうことを夢見ています。
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189号1月2024年
令和6年委員会活動報告

　薬学生向けの啓発活動の一環として、「学生向け教育資材」をもとに講義を行っております。2023年12

月14日に昭和薬科大学にて講義の機会を頂きました。

ご協力頂きました先生方に改めて感謝申し上げます。

講義後にアンケートを行い、学生さんから以下のようなご感想を頂きました。

●ジェネリック医薬品に特化した講義をこれまで受けてこなかったため印象深い内容の多い講義でし

　た。

●品質、有効性、安全性だけでなく、品質保証の遵守義務なども変わらないということや、付加価値製剤

　が出来ることを知り、改めてジェネリックに変更するということは躊躇う必要のないことだと感じ

　た。

●大きさや匂いや味についても工夫することができるとわかった。

●安心してジェネリック医薬品を使えってもらえるように、薬剤師が適切に説明し信頼してもらうこと

　が、今後の国の医療を金銭面で支えることに繋がるのだと思いました。

●調剤・服用を考慮した包装の進歩については、近い将来に調剤する立場から考えても、普段薬を服用

　している立場から考えてもとてもありがたく、分かりやすい工夫であると思う。

●実際の審査基準が厳しいことなど現場の声が聞けたのが印象的でした。

●マスターファイル制度と、工業化検討やプロセスバリデーションという用語を初めて知り、理解した。

●薬剤師としての薬局、病棟以外の働き方が知ることができ、開発や研究について興味を持った。薬剤師

　としての働き方を考えるきっかけとなった。

●講義でお聞きした話が実際に国家試験にも出題されており、実際の現場と試験の繋がりを再度確認出

　　来ました。貴重なお話を有難うございました。

　　　これから医療現場に臨む4年生の学生さんにとって、ジェネリック医薬品を知るための良い機会に

　　なったのであれば幸いです。

広報委員会

薬科大学での講義について
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189号1月2024年
令和6年委員会活動報告

広報委員会

○昭和薬科大学

　　　　　　：2023年12月14日（木）13:00 ～ 14:25

　　　　　　：対面

　　　　　　：「ご存じですか？ジェネリック医薬品」

　　　　　　：後藤秀樹（日本ジェネリック製薬協会　広報委員会）

　　　　　　：4年生233名

 

＜参考＞

日本ジェネリック製薬協会ホームページ

薬学生向け資料スライド・薬剤師国家試験過去問解説・講義依頼フォーム設置ページ

https://www.jga.gr.jp/medical/for_student.html

　

講演日時

形 式

テ ー マ

講 師

聴 講 者
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賛助会員から 189号1月2024年
令和6年

　弊社は1910年に創業し、本年で114周年を迎えます。取

り扱っている機種は、混合機、整粒機、造粒機など、成形の前

段階の粉体処理から、粉を固める粉末成形機、成形後のタブ

レットに処理をする糖衣機、コーティング機など、粉末処理

にまつわる一連の装置を開発・製造・販売しています。ま

た最近では、カプセル充填機、錠剤印刷機などの取り扱いも

開始しました。中でも粉末成形機、いわゆる『打錠機』と呼

ばれる機械が弊社の主力機です。

回転盤交換式高速打錠

　近年の医薬品生産において、生産の効率化が必要となり高速運転することで大量生産できる機械が求

められています。

『打錠工程において打錠顆粒の物性に影響を受けず、高速運転に対応することで安定した生産量の確保が

できること』

『パラメータ調整部の自動化や、品種切り替え時の作業時間短縮等、少ない人数で生産を行う為に重要な

機能が搭載されていること』

上記のような要望に対応するために、弊社では＜回転盤交換式高速打錠機CYGNUS-K＞を開発いたしま

した。

株式会社 菊水製作所

CYGNUS-K について
シ グ ナ ス

菊水製作所 本社事務棟(京都)
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賛助会員から 189号1月2024年
令和6年

特長

●ダブル機同等以上の生産能力

KU-12杵とダイプレート方式を採用することで杵立数を90本にすることができ、

シングル機でありながら、生産能力は最大648,000錠/hと弊社既存ダブル機に匹敵する

生産量の確保が可能。

●高速回転時の各課題に対応する専用設計

高速回転で安定した生産を行う為に、高速打錠に起因する様々な課題(錠剤重量のバラつき･

飛散粉末の増加･打錠時の騒音/振動)を専用設計によって解決。

●作業者目線の機械構成

①ユニット単位の取り外し部品の増加⇒取り扱い、清掃性の向上

②定量供給装置の軽量化⇒女性の作業者でも取り扱いが容易に

③上杵入りの自動調整機能搭載⇒圧縮位置の変更が可能で打錠障害の対策に有効

株式会社 菊水製作所

ダイプレート臼方式仕様で生産能力UP

①ロール突入時の騒音軽減

②軌道レールの変更 ( 充填バラつき対策 )

③飛散粉末の軽減 ( 集塵効率化 )

最大 11ユニットの取り外しが可能 定量供給装置の分割化
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賛助会員から 189号1月2024年
令和6年

株式会社 菊水製作所

●外装イメージの一新

 新たに外装カバーを黒色で統一し、カバー内に設置された表示灯の点灯状態から打錠機の状態を

 確認することが可能。

●回転盤脱着作業時の容易化

回転盤脱着時のSOPにアニメーションを加えたことで、操作性の向上に伴い

作業時間を短縮することが可能。

　このように、回転盤交換式高速打錠機 CYGNUS -Kは、複式打錠機からの更新を想定した機械として開

発されたモデルでありますが、今後多くの生産の助けになる機械であると確信しております。

最後に

　弊社では、粉体処理装置の開発だけでなく粉体成形に関する講演会や研修会にも力を入れています。

弊社主催の講演会『製剤テクニカルセミナ』は、“粉体技術・成形技術・製剤化技術についての最先端の

情報提供”を主軸としてスタートし、お陰様でご好評頂き、年を追うごとに規模を拡大して開催すること

が出来ています。

　次回以降の開催については現在未定ですが、開催となった際には、ジェネリック医薬品メーカーの皆様

に是非ご参加頂きたくお願い申し上げます。

LED ランプが点灯し、遠目からでも打錠機のステータスが
一目で分かるようになっています。

回転盤の
取り出し
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賛助会員から 189号1月2024年
令和6年

株式会社 菊水製作所

　また、打錠機を取り扱うことに関して経験の浅い方々を対象とした『新人教育研修会』も2016年に始

動致しました。この会をはじめたきっかけは、ジェネリック医薬品メーカー様からのご要望です。

ジェネリック医薬品業界のメーカー様から「オペレーター研修が追いつかない」とのお声を聞き、そんな

お悩みを解消する一助になればとの思いから、打錠機の取り扱いについての基礎講座・実習をメインと

した研修会を発足させました。

　コロナ渦の影響によりここ数年はオンラインにて開催いたしましたが、有難いことにジェネリック医

薬品メーカー様より数多くのご参加をいただきました。皆さまから頂いたご意見を糧にしてイベントを

企画してまいりますので、今後とも是非大勢の皆様にご参加頂けますと幸いです。

　弊社では、より良い機械の開発に力を入れていくことはもちろん、オペレーター教育や粉体技術に関す

る情報提供など、ソフト面での貢献にも力を入れていきたいと考えております。

　お客様の細かなご要望にオーダーメイドでお応えしていく、創業百余年の経験と技術力を備えている

ことが弊社の強みです。すべては、皆さまから頂くご意見・ご要望あってこそ。お気付きの点など、お気軽

にご相談頂けますと幸甚に存じます。

　今後とも、弊社 菊水製作所を何卒よろしくお願い申し上げます。

＜弊社公式HP＞

http://jp.kikusui.com/ja/top.html

＜お問い合わせ先＞

株式会社 菊水製作所　TEL: (075)841-6326(代表)　FAX: (075)803-2077
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ちょっと教えて
診療報酬・調剤報酬

189号1月2024年
令和6年

＜参考＞

保医発0305第12号平成24年３月５日

処方せんに記載された医薬品の後発医薬品への変更について

https://www.mhlw.go.jp/bunya/iryouhoken/iryouhoken15/dl/tuuchi1-4.pdf

　一般名処方を院外で出した際に薬局さんから「この銘柄で

調剤しました」という報告が来ますが、何か報告しないとい

けないという義務があるのでしょうか？

　保医発0305第12号平成24年３月５日「処方せんに記載された医薬

品の後発医薬品への変更について」にて、

　“保険薬局において、銘柄名処方に係る処方薬について後発医薬品（含

量規格が異 なるもの及び類似する別剤形のものを含む。）への変更調剤

を行ったとき又は一般名処方に係る処方薬について調剤を行ったとき

は、調剤した薬剤の銘柄（含量規格が異なる後発医薬品を調剤した場合

にあっては含量規格を、類似する別剤形の後発 医薬品を調剤した場合

にあっては剤形を含む。）等について、当該調剤に係る処方せんを発行

した保険医療機関に情報提供すること。ただし、当該保険医療機関との

間で、調剤した薬剤の銘柄等に係る情報提供の要否、方法、頻度等に関し

てあらかじめ合意が得られている場合は、当該合意に基づいた方法等に

より情報提供を行うことで差し支えない。”とされております。

変更調剤・一般名処方時の保険医療機関への
情報提供義務について
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お知らせ 189号1月2024年
令和6年

ジェネリック医薬品シェア分析結果について
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知っ得  豆知識！
189号1月2024年

令和6年

　明確に定義されていないが、一般的には、再審査期間が終了しており、既に特許も切れている、後発医薬

品（ジェネリック医薬品）のある先発医薬品を言う。薬価基準に長期間収載されていることから「長期収

載品」といわれるようになった。

　国を挙げてのジェネリック医薬品使用推進策の結果、順調に、ジェネリック医薬品に置き換わったもの

もあるが、精神神経用薬のように、患者希望や、医療上の必要性から、置き換わらないものもあるのが現状

である。

　その中で、「薬価制度の抜本改革に向けた基本方針」（平成28年12月20日）において、

「我が国の製薬産業について、長期収載品に依存するモデルから、より高い創薬力を持つ産業構造に転換

するため、革新的バイオ医薬品及びバイオシミラーの研究開発支援方策等の拡充を検討するとともに、ベ

ンチャー企業への支援、後発医薬品企業の市場での競争促進を検討し、結論を得る。」とされたことを受

けて、平成29年において、中央社会保険医療協議会（以下、中医協）・薬価専門部会で議論を重ねて、平成

30年度薬価改定で、以下のZ2、G1、G2、Cルールが定められている。

　引き下げ率はその後の薬価改定の度に、見直されたものもあり、令和5年度薬価改定における概要は下

の図のとおりである。

 

長期収載品について

薬価委員会
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知っ得  豆知識！
薬価委員会

189号1月2024年
令和6年

＜引用＞

〇中医協・薬価専門部会（第195回）（令和4年12月16日）

https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001024968.pdf

1 最初の後発品の新規収載後5年を経過し、10 年を経過しないもののうち、後発品置換え率が80％未満

　のものについての薬価引下げルール（Z2 ルール）　

　　該当する医薬品の中で、以下の物は、対象外とされている。（G1,G2でも同様のものが対象外とされ

　ている。）

　イ 日本薬局方収載医薬品（統一名収載品に限定。銘柄毎に薬価収載されているものを除く。）

　ロ 生物学的製剤（血液製剤を含む。）

　ハ 漢方製剤及び生薬

　ニ 希少疾病用医薬品であって、希少疾病以外の疾病に対する効能を有しない医薬品

　ホ 低薬価品の特例（基礎的医薬品、不採算品再算定、最低薬価）が適用されるもの

　ヘ 後発品価格のうち最も低いものを下回る医薬品

　　また、10年を経過していない場合でも、後発品置換え率80%以上のものについては、G1ルールを前

　倒しで適用することとされており、このルールの対象外となる。

　　Z2の薬価の改定方式としては、本規定の適用前の価格に対して、次の各号に掲げる区分に従い当該

　各号に掲げる割合を乗じて得た額を引き下げる。ただし、改定後の後発品価格のうち最も高いものを引

　下げの下限とする。

　イ 後発品置換え率が60％未満 100 分の２

　ロ 後発品置換え率が60％以上80％未満 100 分の1.75

２ 後発品収載後10 年を経過した長期収載品の後発品価格への引下げ

　①G1ルール　

　　後発品への置換えが進んでいるもの（置換え率80％以上）（G1）に対しての引き下げルールは、G1

　品目に該当してから初めての薬価改定（令和５年度薬価改定を除く。以下、この①および②において同

　じ。）を受けるものが 後発品価格の加重平均値の2.5 倍とされ、更に2年ごとに、2.5 → 2.0 → 1.5 →

　1.0 倍と引き下げられ、6年目で後発品の加重平均と同額となる。
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知っ得  豆知識！
薬価委員会

189号1月2024年
令和6年

　②G2ルール

　　後発品への置換えが困難なもの（置換え率80％未満）（G2）についての引き下げルールは、G2品目

　に該当してから初めて薬価改定を受けるものは、後発品の加重平均値の2.5 倍とされ、更に2年ごとに、

　2.5 → 2.3 → 2.1 → 1.9 → 1.7 → 1.5倍と引き下げられる。後発品への置換え率が80％未満であり、

　長期収載品の必要性が大きいことから、G1の引き下げ率より緩く設定され、10年目においても、後発

　品の加重平均の1.5倍とされている。

　③補完的な引下げ（C）

　　後発品への置換えが困難なもののうち、G2ルールにより算定される額が、次に掲げるZ2ルール準用

　で定められる額を上回る品目については、このCルールとして、Z2と同じ引き下げ率を適用する。

　このように、長期収載品の薬価引き下げにより、後発品への置換えを図っている。

しかし、依然として、後発品よりも薬価が高い長期収載品の使用が継続しており、2019年の薬価調査か

らの推計では、全医薬品の中で、長期収載品は数量ベースで15％、薬剤費ベースで18％を占めている。

　それに対して、骨太の方針2023において、「医療保険財政の中で、こうしたイノベーションを推進する

ため、長期収載品等の自己負担の在り方の見直し、検討を進める。」とされて、社会保障審議会医療保険部

会で検討されているところであるが、後発品よりも薬価が高い長期収載品を使用する場合、後発品との薬

価差について、患者負担を求める方向で、検討が進んでいる。

＜参照＞

〇第9回 医薬品の迅速・安定供給実現に向けた総合対策に関する有識者検討会

https://www.mhlw.go.jp/content/10807000/001059083.pdf

〇経済財政運営と改革の基本方針 2023 について（骨太の方針2023）

https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/honebuto/2023/2023_basicpolicies_ja.pdf
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COP便り 189号1月2024年
令和6年

行事不参加の物品提供

医療機関主催で行われる忘年会の案内状をいただきました。
案内状には、参加費に加え2千円程度の景品を提供するように書か
れています。参加費は実費相当であることは確認済みです。当社は
別の予定があり参加できませんが、景品を提供することはできる
でしょうか。

?

A 回答

医療機関の親睦会合に参加せずに景品を提供することはできませ
ん。名目のいかんを問わず金品を提供することは公正競争規約で
制限されます。

（COP便り：バックナンバー）

https://www.jga.gr.jp/jgapedia/cop.html
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189号1月2024年
令和6年活動案内

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

WEB併用

環境委員会
知的財産委員会
薬価委員会(幹事会)
広報委員会(幹事会)
ＣＯＰ委員会運営委員会
倫理委員会
総務委員会
流通適正化委員会
政策委員会政策実務委員会
総括製造販売責任者会議
薬価委員会(幹事会)
薬制委員会(幹事会)
正副会長会・理事会
広報委員会コミュニケーション広報戦略部会
広報委員会ニュース・講演部会
安全性委員会（幹事会）
品質委員会(幹事会)
信頼性向上PJ常任委員会

日本ジェネリック製薬協会会議室
〃
〃
〃
〃

WEB開催のみ
日本ジェネリック製薬協会会議室

〃
〃

WEB開催のみ
日本ジェネリック製薬協会

〃
〃
〃
〃
〃

WEB開催のみ
〃

1日
4日
7日

8日
11日
12日
13日
14日
18日
19日
20日
21日
22日

27日

開催日 委員会 開催場所

12月

今月の予定

日誌

知的財産委員会
薬事関連委員連絡会
薬価委員会(幹事会)
信頼性向上PJ(MR教育研修検討チーム)
総務委員会
広報委員会ニュース・講演部会
バイオシミラー委員会
くすり相談委員会運営委員会
政策委員会政策実務委員会
倫理委員会
薬制委員会（幹事会）
薬制委員会 全体会議
安全性委員会（幹事会）
正副会長会・理事会
新年講演会・新年賀詞交換会
国際委員会
品質委員会(幹事会)
品質委員会全体会議
広報委員会コミュニケーション広報戦略部会
信頼性向上PJ常任委員会
広報委員会(幹事会)
知的財産委員会

日本ジェネリック製薬協会会議室
WEB開催のみ
日本ジェネリック製薬協会会議室

〃
〃
〃

WEB開催のみ
CIVI研修センター日本橋
日本ジェネリック製薬協会会議室
WEB開催のみ
日本ジェネリック製薬協会会議室

〃
〃

東京プリンスホテル会議室
東京プリンスホテル
WEB開催のみ
日本ジェネリック製薬協会会議室

〃
〃
〃
〃
〃

11日
12日

16日

17日

18日

19日

23日
24日

25日
26日

30日
31日

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

開催日 委員会 開催場所 WEB併用

1月
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編集後記 189号1月2024年
令和6年

　2019年10月からJGAニュースを担当する広報委員会ニュース講演部会に参加させて頂きましたが、委

員交代となり、今回が最後の編集後記となります。業界紙とはいえ、一般の人も閲覧可能なコラムにも関

らず、好きなことを書かせて頂きました。コロナ禍のWalking、東京五輪、母の死など、読み返してみると

稚拙な文章に赤面しきりですが、協会HPにJGAニュースのバックナンバーが残っているので、自分史のよ

うに懐かしく振り返れそうな気がします。丁度この仕事に関った2019年の終わり頃からCOVID-19が全

世界へあっという間に拡散し、その感染力と致死速度は人類を震撼させました。著名人が短期間で相次い

で亡くなり、全世界の累積感染者数は約7億6千万人、累積死亡者数は約700万人(2023年3月時点)と世界

規模のパンデミックとなりました。ワクチンの開発が遅れたら被害はもっとひどかったかもしれません。

私も遅ればせながら昨年の4月に感染し、ここ数十年経験したことがない咳と痰に苦しみましたが、ワク

チンを3回接種していたので、死を意識するほどではありませんでした。もし、流行の当初だったら、目の

前真っ暗、不安と恐怖で慄いていたと思います。わずか4年足らずで、致死率の高い未知の感染症を5類レ

ベルまで引き下げた人類の対応力の速さ、医療の進歩の速さには驚くばかりです。リモート会議や在宅勤

務などの働き方も大きく変わった気がします。

　内戦ばかりの戦国時代を徳川家が平定し(｢どうする家康｣を観ていました)、近代国家へ。軍国主義から

世界大戦を経て平和国家へ。農耕や狩り中心の生活から、製造物やサービスで通貨を得て、ボタン一つで

生活必需品も情報も手に入る世の中になり、この100年で生活環境が劇的に変化しました。すでにひとつ

のゴールに着いて、別のゴールを探している気がします。しかし、どれだけ辛い歴史を繰り返してきても、

地球上のどこかで人と人が傷つけあう争いや戦争はなくなりません。傷つけられ、傷つける痛みを知って

いるのに、なぜ引き金を引くのでしょうか。日本人は宗教、人種、思想、文化にあまりこだわらないのかも

しれません。また、日本はお城の堀のように海で隔てられているため、天然の防御壁で他国の攻撃から守

られています。一方、地震や台風といった自然災害に苦しめられ、海外の人から見れば何でそんな危険な

場所に住み続けるのかと思うでしょう。しかし、被災するたびに協力し合って復興を繰り返してきたため、

日本人には助け合いの精神が根付いていることは確かです。日本の場合、戦争より自然災害との闘いの方

がはるかに優先順位が高いのです。

お世話になりました
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編 集 日本ジェネリック製薬協会　広報委員会

発 行 日本ジェネリック製薬協会

〒103-0023　東京都中央区 日本橋本町3-3-4 日本橋本町ビル7F 
TEL: 03-3279-1890 / FAX: 03-3241-2978 / URL: www.jga.gr.jpNEWS

JGA
J a p a n  G e n e r i c  
M e d i c i n e s  A s s o c i a t i o n

編集後記 189号1月2024年
令和6年

　ジェネリック医薬品も使用促進からスタンダードとなり、安定期に入る矢先に不正事案を端緒に、聖域

ともいえる医療現場の中枢をなす医薬品の品質不安と供給不足を招く結果となりました。何度も何度も

地面を踏み固めて、間違いを正しながら、デコボコ道を平らにする作業がしばらく続くかもしれませんが、

世界に誇る日本の国民皆保険制度維持のためにも医療の質を落とすことなく、薬剤費を抑えることがで

きるジェネリック医薬品は必須アイテムなので当協会の更なるご活躍をお祈りしております。大変お世

話になりました。

（H.G.）
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別紙









区分 成分名 先発品及び会社名 規格単位 品目数 収載希望会社名
1 内 レナリドミド ブリストル・マイヤーズスクイブ

その他の腫瘍用薬（429） レブラミドカプセル２．５ｍｇ* ２．５ｍｇ１カプセル 3
レブラミドカプセル５ｍｇ* ５ｍｇ１カプセル 3

6 収載会社数　３社
2 内 ゾニサミド 住友ファーマ

抗パーキンソン剤（116） トレリーフＯＤ錠２５ｍｇ* ２５ｍｇ１錠 1
トレリーフＯＤ錠５０ｍｇ* ５０ｍｇ１錠 1

2 収載会社数　１社
3 内 ベプリジル塩酸塩水和物 オルガノン

不整脈用剤（212） ベプリコール錠５０ｍｇ ５０ｍｇ１錠 1
ベプリコール錠１００ｍｇ １００ｍｇ１錠 1

2 収載会社数　１社
4 注 ランジオロール塩酸塩 小野薬品工業

不整脈用剤（212） オノアクト点滴静注５０ｍｇ ５０ｍｇ１瓶 1
オノアクト点滴静注１５０ｍｇ １５０ｍｇ１瓶 1

2 収載会社数　１社
5 外 ジクアホソルナトリウム 参天製薬（株）

眼科用剤（131） ジクアス点眼液３％* ３％５ｍＬ１瓶 1

1 収載会社数　１社

　＊　新薬創出等加算対象品目
　＊＊　過去に新薬創出等加算の対象であったが、累積加算額を返還していない品目

東亜薬品

令和５年12月後発医薬品収載　初後発一覧表

沢井製薬、富士製薬工業、ブリストル・マイ
ヤーズスクイブ販売

住友ファーマプロモ

トーアエイヨー

富士製薬工業








